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松山市急患医療センターでは乳幼児の受診者が約７割を占めています。

通常の医療機関が休診しているGWや年末年始、インフルエンザの流行期等におきましては、受付の後、２時間３時間待ちという状況にあります。また、
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ご協力いただいている小児科医の先生方は、昼間自院での診療との掛け持ちで、精神的・肉体的にかなりの負担をお掛けしているのが現状です。
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どんまいクラブは精神障害者の方の自立と生きがいを高め、社会復帰を支援する特定非営利法人“NPO法人どんまい”が運営する地域活動支援センター（作業所）です。





　


左右の絵は、どんまいクラブとゆっくりクラブの通所者の方が、3人のイラストレーター、クリエーターの方に協力していただき、2007年より作製しているメッセージを込めたエコカレンダーです。











普通のカレンダーとは違うんです！


使用済み封筒を５ｇずつミキサーにかけて紙を１枚ずつすいて作った手作りの完全リサイクルエ　　　　　　　　　　　　　　　　


コカレンダーなんです！


私も机の上に置いていますが、手触り見た目からも手作りというのが伝わってくる、本当にほのぼのさせてくれるカレンダーです！


絵は２種類・・クジラで季節感を


表現した「くじらのいる風景」と


ウサギとカメが勝負よりも大切な事に


気付く「仲良くしたいね、うさぎとカメ」





E-mail: a-de-mind@307075.r.just.st





どんまいクラブ内にある、


通所者の方々が作った商品を販売しているカワイイお店です。
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医事薬事課が実施している「小児救急医療啓発出前講座」が、わくわくテレビで放送されました。その時の収録風景です。


　　　　　　








乳幼児の保護者の皆様に出前講座を行う





市内の幼稚園、保育園、公民館等


から出前講座の申し込みを受ける















































　店舗内





本市における「小児救急医療の」現状








はがき班（左）、額班（右）の作業風景です。


皆さん作業にも慣れて、1日で作れる量がぐっと増えたそうです。




















医療施設の上手な利用方法








新商品“エコがっくん” です。


ダンボールからできていて、引っ掛ける所はプルタブを使用しています。


この商品は、ひとつひとつ手描きなので、どのがっくんも世界にひとつだけ！


また、切手を貼って、実際に送ることができます。




































































ガイドブックの取得方法


･保健所で実施する１歳半検診等で配布





･出生届時に配布





･急患医療センター及び松山市保健所に設置





目的





急患医療センターの長期安定的な運営





このガイドブックを市民の皆様に活用していただくことにより、軽症の患者さんに急患医療センターの受診を控え、適正な受診をしていただくことができれば、結果として本当に救急医療を必要とする方に、迅速に対応できるものと考えています。








かかりつけ医がお休みの時に、救急医療機関を受診した方が良いのか、翌日まで待ってかかりつけ医を受診したのでも良いのか、色々な症状毎に、その判断の目安を記載しています。








こどもの救急ガイドブックの配布














こどもの救急ガイドブックの利用方法








興味のある方もない方も是非、足を運んでみて下さい。





その他にもエコアートはがきや、いっぴつせん、精神障害者地域活動支援センター『きらりのウッディ』によるフレームや、協力してくださったアーティストの方々のトートバック、陶芸などもあります！








